
福光地域まちづくり検討会議 会議録 

福光行政センター 

件 名 福光地域 第１０回まちづくり検討会議 

日 時 平成３０年１０月１５日（月） 場 所 南砺市役所福光庁舎 別館３階ホール 

出席者 
〔検 討 会 議 委 員〕１２名 

〔ファシリテーター〕谷内博史、能登貴史 

内容 分科会ごとに議論、意見発表、 

詳細 【確認事項】 

・地域別意見交換会(11/14)､地域審議会との意見交換会(12/5)､市長への提言(12/19)に向けて協議検討 

・議会での庁舎機能再編議論も踏まえ､庁舎がなくなった想定も含めたまちづくりの方向性も検討する 

【手順】 

・各テーマについて分科会ごとに前回の協議内容を確認・共有 ⇒ 発表 

・発表内容について他分科会からの意見を聴いた上で､次の議論へフィードバックさせる 

【各分科会での協議内容】 

◎情報発信 

［Ｗｈｅｎ・いつ］ 

・いつでも２４時間３６５日 発信 

［Ｗｈｅｒｅ・どこで］ 

・人の集まるところ     ショッピングセンター、図書館 etc 

・サテライトスタヂヲ    廃止公共施設 

・ウェブサイト 

［Ｗｈｏ・だれが］ 

・世界中のだれもが 

・委員会 to 行政、参加者全員、団体 

［Ｗｈａｔ・なにを］ 

・石コロも磨けば立派なコンテンツ ← みんなで探そう 

・情報を収集、選択して発信 

［Ｗｈｙ・なぜ］ 

 ・まちづくり･･･にぎわい創出？ or 滅亡から不滅のまちへ 

・情報が行き届いていないから 

 市内に埋もれた情報を再発見 

［Ｈｏｗ・どのように］ 

 ・情報通信技術の活用、e-fuku3.com ラジオ局 

 ・人にやさしい発信

→ 面談・ふれあいのインフォメーションセンター 人と人とのクチコミ、デジタルでも OK 

◎ハコモノ活用 

ハコモノ 活用案 Who Why What When Where How 

福光高校

金沢に近い

大学の寮や体

育施設を誘致

(ﾊﾞｯﾄ→野球)

市→県 

文化ホール･

ホテル･寮･行

政センター･

情報発信施設

廃校になる

と人が寄り

つかなくな

る 

大学(金沢)の寮

交流試合の場

ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

すぐにでも

検討必要

現在の 

福光高校

経済効果を

アピール 

大きな 

意味での

商店街 

独自文化･技

術を伝える施

設､ｽｰﾊﾟｰ銭湯

など若者を呼

び込む新店舗

行政 

商工会 

店主

その地域独

自の文化技

術等を残し

ていく 

街中の人が

住んでいる

店舗･お風

呂･大きな

店舗 

すぐにでも

順次進めて

いく 

商店街の

閉鎖店舗

(職業道具残存)

後継者ﾏｯﾁﾝ

ｸﾞ制度､行政

と商工会が

共同で募集

する

福祉会館

今のまま活

かしてイベ

ントスペー

スなど 

市 

老朽化 

耐震工事 

↑金額によって

生かす方法も？

老若男女が集

う場所(舞台･

ライブ) 

すぐにでも

検討

現在の 

福祉会館
(特にﾎｰﾙ)

費用により

福祉会館

→生かす

福光庁舎

福祉会館と

同じような

活用できる

のでは 

市  

子どもたちの遊

び場･学び場､文

化祭など発表の

場､会議施設 

決定次第 福光庁舎

福祉会館機

能や会議機

能の集約に

よる拠点化 

空き家 

・ 

商店街 

外 国 人 観

光 客 等 に

向 け た 民

泊･体験施

設 

市民→市

空き家が増加

→防犯

商店街衰退

→活性化

･外国や都会の

人(家族連れ等)

向けの民泊 

･商店街で体験

できる施設

市､町内･

自治会等

で話し合

い後 

市内の 

空き家 

商店街

市･市民･商店街

で一体となり

｢お泊まりして

楽しめるまちづ

くり｣を！ 



◎ソフト事業（居場所づくり） 

＜what＞ 目的：①わいわいのんびりできる居場所  ②情報が集まる拠点（ハブ） 

＜why＞ → 全ての情報が集まるような場所がなく､必要だと感じている 

＜where＞ → スーパーの空きスペース 

例：図書館 1階の窓周辺スペース （電光掲示板・デジタルサイネージ など） 

  表示方法：チラシ、案内等をまとめて掲示できるもの 

 ・すべての情報が集まるスペース 

 ・何かのついでに情報を得られることが重要！（散歩・買い物等） 

＜when＞ いつでも情報を得られる 

↓ ･･･ 定着すれば 

＜who＞ 誰もが積極的に情報を得ようとする場所に成長 

 ・地域づくりサポートカフェ等 → 場所、人材が重要 

＜how＞ 例えば､その場所にはこんな人がいたらイイな 

 ・イベント作成、チラシ作成時点でのアドバイスできる人（講習会だと入りにくい･･･） 

 ・目的別に使える場所を理解してマッチングしてくれる人 

→料理教室ならココ、会議するならココ、イベント･宴会するなら等 場所は行政施設に限らない

◇イメージ 

・例えば図書館なら 

→ 散歩しながら窓に映し出される情報 GET 

・例えばスーパーなら 

→ 買い物ついでに出入り自由なカフェスペースや情報カウンターでゆっくり過ごしながら情報 GET 

【発表内容に対する他分科会の意見を受けて】 

◎情報発信 

・カレンダーでの発信を検討 

広報にはさんである市民カレンダーに民間のいろんな情報も掲載したイメージ､2～3 カ月ごとの予定

・「e-fuku3.com」のようなウェブサイトやラジオ局を活用 

・人と情報が集まる場所←ソフト事業(居場所づくり)グループと連携して検討すべき 

◎ハコモノ活用 

・そのまま残す＝市の維持管理が前提になっているが施設再編の方針と違う 

→ 無くしていくことも考える 

・経営してくれる人を探さないといけない 「探して」という提言であればそれでも良い 

・福光高校跡地なら「活用」という方策が可能では？ 

→ 文化ホール、ホテル、寮、行政センター、情報発信施設 

◎ソフト事業（居場所づくり） 

 行政と団体をつなぐ場所というものは必要、コーディネートするところ 

備考 

課題・宿題・

今後の対応

等

３テーマについて今回の議論を踏まえ次回を目途にまとめていく。 

【次回以降】  

第１１回：１０月３０日（火）、 第１２回：１１月６日（火）、 第１３回(地域別意見交換会)：１１月１４日（水）、 

第１４回(地域審議会委員との意見交換)：１２月５日（水）、 第１５回：１２月１０日（月）、 

第１６回（全体会議・市長への提言）：１２月１９日（水） 


